
講師：村井 惇朗（医学博士／
 整形外科医・手外科専門医）
福井県出身。金沢大学卒業後、
福井・石川・富山の北陸各地で
整形外科医として勤務。
2023年より北陸地方で初となる
「音楽家外来」を福井県で開設。
現在、福井県立病院整形外科に
勤務、金沢大学整形外科協力研
究員兼務。
これまでにピティナ・ピアノコ
ンペティション銀賞、福井県音
楽コンクール知事賞などを受賞。
演奏経験と医学の視点を融合し、
音楽家の支援に取り組んでいる。

40名 （先着順・参加費無料）

申込方法：
QRコードを読み取り、必要事項を
ご入力の上、送信してください

お問い合わせ：
福井県立病院 整形外科 村井 惇朗
Email：musicmed.kanazawauniv@gmail.com

日時

会場

定員
※本セミナーはピアノ指導者の方のみを対象とさせていただきます
定員に達した場合は、フォームが表示されても登録はできません

2026年11月8日(日)

13:30～16:30（受付13:10～）

富山国際会議場
多目的会議室201

〒930-0084 富山市牛大手町1番2号

申込フォーム
申込締切  11/1(日)

生徒の手を守るために 

ピアノ指導者が知っておきたい医学の話
～無理なく、楽しく演奏を続けるための知識と工夫～

ピアノを弾くと手が痛む…そんな経験はありませんか？

「手が思うように動かない」「痛くて弾けない」このような症状は、「演奏関連筋骨格障害（PRMD）」
かもしれません。PRMD（Playing-Related Musculoskeletal Disorders）は、演奏に伴って生じる
手や腕の痛み・しびれ・動かしづらさなどの障害のことで、演奏家の40～80％に生じるとされています。
PRMDは、誤ったテクニック、無理な姿勢、心理的ストレス、過度な練習などが原因となり、近年では
小・中・高校生の約30％にもPRMDが見られるとの報告もあるため、 若いうちからの予防が重要です。
本講座は、そうしたPRMDの予防に役立つ医学的知識・演奏習慣について、ピアノ指導者の皆さまに
お伝えし、地域の演奏家の障害を予防することを目的としています。
2025年に北陸3県で本講座を行ったところ、「また聞きたい」「他の方にも勧めたい」といった声を
ありがたいことに数多く頂きました。そこで今年も継続して講座を開催させて頂くこととしました。

※本講座は2025年の内容と大きな変更点はありません。
※初参加の方は、本講座の前後にアンケートの記載をご協力頂けると幸いです。
アンケート結果は、「演奏関連筋骨格障害の予防に向けたピアノ指導者支援講座の
実施と評価」という金沢大学倫理委員会の承認を得た臨床研究に使用させて頂き、
英文論文や学会発表の資料として活用予定です。臨床研究の説明文書は申込フォームに添
付させて頂きます。あらかじめご確認をお願いします。
※会場の駐車料金は参加者ご自身でご負担いただきます。
※よろしければ筆記用具をご持参ください。当日はハンドアウトをお渡しします。
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